
最近では、ピロリ菌という名前を良く耳にします。

この菌は物好きにもあの酸度の強い胃の中にわざわざ

棲んでおり、いろいろな病気を引き起こしていること

が判ってきました。はじめは胃潰瘍や十二指腸潰瘍の

原因菌として注目されていましたが、その後慢性萎縮

性胃炎や胃の悪性リンパ種、さらには胃癌とも深く関

係していることが明らかとなり、新聞や雑誌、テレ

ビ・ラジオでも取り上げられ広く知られるところとな

りました。

なぜ長い間発見されなかったのでしょうか？

医学の常識として胃の中は酸度が高く、とても細菌

が棲めないと考えられていました。ところが1979年、

オ ー ス ト ラ リ ア の

Perth Royal Hospital

の病理医Warren が、

胃の粘膜の上に存在す

るラセン菌に注目し、

本菌が存在する所に決

まって胃炎が認められ

ることに気づきまし

た。彼はこのラセン菌

が胃炎の原因ではない

かと考え、消化器内科

医のMarshallと共同研

究を行い、胃の組織か

ら本菌の分離培養に成功しました。1982年の4月のこ
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図１

とです。これがピロリ菌時代の幕開けでした。

胃の粘膜の上には薄い粘液の層があり、これによっ

て酸や消化液より自身の粘膜を守っています。本菌は

実はこの中性の粘液の中に生息し，一部は粘膜上皮に

強く接着しています。つまり酸の強くないところに棲

んでいるのです。そしてラセン形でしかも何本もの鞭

毛を持っているのも、粘調な粘液の中での素早い運動

に適しているわけです。

さらにピロリ菌は強力なウレアーゼ酵素活性を持

ち、これで胃の粘液中の尿素を分解し、アンモニアを

作り出します。このアンモニアで菌体の外側にアルカ

リ性のバリアーを作り、ちょうど図１のようにアンモ

ニアの傘で酸の雨から自身を守っているわけです。な

かなか賢いですね。それにしてもわざわざ悪環境を好

んで生息する、なんともヘソ曲がりな細菌です。

ピロリ菌はどのように感染するのでしょうか？

ピロリ菌のほとんどは5歳以下の小児期に口から感

染します。図２のように排泄されたピロリ菌が汚染し

た食物や飲料水が原因となりますが、子供のころ環境

図２ 図３



が悪い時期を過ごした中年から高齢者にその感染率が

高いわけです。環境が改善した現在では、口から口へ

の家族内感染がほとんどで、若い人の感染率も大幅に

低下しました。

胃潰瘍、十二指腸潰瘍、胃MALTリンパ腫、胃ポリ

ープ、特発性血小板減少性紫斑病、萎縮性胃炎そして

胃癌との関係が明らかになりました。ピロリ菌を除菌

することによりその病気が治り、予防することができ

るようになりました。特に毎年5万人もの方が亡くな

る胃癌ですが、ABC検診の有効性とピロリ菌除菌によ

る予防効果が証明されました。今後の素早い普及が強

く望まれます。

ピロリ菌の検査法を教えてください。

まず内視鏡を飲んで頂いて、胃の組織を採取し、そ

れを使って、培養をしたり、染色して顕微鏡で調べた

り、さらに特殊な検査キットでウレアーゼ活性を調べ

る迅速ウレアーゼ試験があります。また、特殊な尿素

を内服し、その前後の呼気を調べる尿素呼気試験、血

液や尿中のピロリ菌抗体を測定する方法、さらに糞便

中のピロリ菌の抗原を測定する方法があります。

最後にピロリ菌の治療法ですが？

ピロリ菌の除菌治療は、胃酸分泌を抑えるプロトン

ポンプ阻害薬に抗生剤のアモキシシリンとクラリスロ

マイシンを1週間同時に内服する3剤併用療法が保険

の適用となっています。３種類の薬剤を複雑に内服す

る為、正しく内服する事が重要です。副作用について

は、最も多いものが下痢や軟便で、そのほか味覚異常、

口内炎、皮疹などがあります。いずれも軽症な事がほ

とんどですが、内服を開始する前に、よく主治医から

ご説明を受けて下さい。最近除菌率70％前後まで低

下してきています。その理由の一つが、クラリスロマ

イシン耐性菌の増加です。そのためより有効な除菌法

の開発が進められています。

さあ、ピロリ菌を除菌してきれいな胃を取り戻し、

胃癌を予防しましょう！！
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平成 24 年 3 月 31 日現在（決算）
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有名人の患者さんの報道のせいか、食道がんを心配して受診される方が増えてい
ます。60歳以下の女性には、内視鏡検査をお勧めする前に、「食道がんは圧倒的に
男性が多く、食道がんに罹る日本人女性は70歳以下で年間1000人程度、60歳以下
では300人程度しかいません。ちなみに1998年の１年間、全世界で飛行機事故によ
り命を落とした方は909人です」とお話しします。さらに、「食道がんは喫煙が大
きなリスクファクターで、またアルコールを受け付けない体質の方が大量飲酒する
ことで危険度が高まります」と説明します。タバコを吸わない、お酒はほどほどの

60歳以下の女性が、食道がんを心配するのは、数字の上ではナンセンスです。日本人女性の３％が60歳ま
でに乳がんになり、0.6％が子宮頸がんになるのですから、食道の心配をして内視鏡検査をするよりも、乳
がん検診、子宮がん検診を受けたほうがいいのです。
年齢、性、その他の危険因子といったがんのリスク因子によって、個人のがんに対する「心配の仕方」

を変えるべきです。60歳までに「胃がん」になる日本人男性は1.5％、女性は0.8％、この数字からは日本
人全員が胃がん検診を受けるべき、ということは頷けます。しかし、ピロリ菌感染の有無というリスクを
考慮すれば、「全員が」でないことが明らかになっています。われわれは、飛行機に乗らない人に、飛行機
事故の心配をさせてはいけないし、飛行機に乗る人には、「ピロリ菌除菌」というライフジャケットがある
ことを、しっかり説明する必要があると思います。 （三木）
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メディカル株式会社、降旗　俊明、降旗　千恵、ボストン・サイエンティフィックジャパン株式会社、本田健一、
松倉　則夫、松沢　良和、三木　一徳、三木　一正、三木　トク子、三木　寛子、三木　美智子、宮本　繁方、

茗荷　昭男、株式会社明治、望月　八束、山本　頼正、吉川　守也、吉永　淑子、吉原　正治、
株式会社リージャー、社団和楽仁芳珠記念病院

■

平成24年度（平成24 年4 月～平成25 年3 月）も皆様のご支援をお願い申し上げます。

【会費】個人会員　1 口3,000 円1 口以上　　法人会員　1 口30,000 円1 口以上

☆お振込の際、ご親族・職場等、複数の会員様でまとめる場合は、お手数ですが払込取扱票の通信欄に会
員全員のお名前をご記入下さい。

■転居・所属変更・会員種別変更希望・退会希望等は、お早めに電話・FAX・メールにて事務局までお知ら
せ下さい。

■本誌バックナンバーは、インターネット上でご覧いただくことができます。http://www.gastro-health-now.org


